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【 背 景 及 び 目 的 】

検 査 材 料 の 適 正 な 取 り 扱 い は 検 査 デ ー タ の 正 確 性 を 確 保 す る 上 で

重 要 で あ る 。 ビ タ ミ ン Aや ビ タ ミ ン Eな ど の 脂 溶 性 ビ タ ミ ン は 光 や 熱

に 対 し て 不 安 定 と 言 わ れ て お り 、 そ の 血 中 濃 度 測 定 の 際 は 、 検 体 の

輸 送 や 保 存 、測 定 時 の 取 り 扱 い で 遮 光 が 望 ま し い と さ れ て い る［ 1］。

し か し 、 実 際 に ど の 程 度 の 影 響 を 受 け る の か 不 明 な 点 が 多 く 、 例 え

ば 現 場 か ら 遮 光 せ ず に 輸 送 し た 検 体 や 、 非 働 化 し た 検 体 が 検 査 材 料

と な り 得 る か 判 断 が 難 し い 場 合 が あ っ た 。 そ こ で 今 回 、 実 際 に 検 体

を 種 々 の 条 件 で 光 お よ び 熱 感 作 後 、 血 清 中 の ビ タ ミ ン Aお よ び E濃 度

を 測 定 し 、 そ の 影 響 を 調 査 、 確 認 す る こ と と し た 。

【 材 料 及 び 方 法 】

平 成 2 4年 度 ビ タ ミ ン 測 定 を 実 施 し た 牛 血 清 5 4検 体 お よ び 全 血 5検

体 を 用 い た 。

感 作 条 件 は 、 光 に よ る 影 響 と し て 、 血 清 の 太 陽 光 暴 露 （ 感 作 条 件

1）、 全 血 の 太 陽 光 暴 露 （ 感 作 条 件 2）、 血 清 の LE D暴 露 （ 感 作 条 件 3）

の 3条 件 を 実 施 し た 。 ま た 熱 に よ る 影 響 と し て 、 血 清 の 加 熱 （ 感 作

条 件 4） を 実 施 し た 。 各 感 作 後 、 ビ タ ミ ン Aと し て レ チ ノ ー ル を 、 ビ

タ ミ ン Eと し て α -ト コ フ ェ ロ ー ル を 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法

（ H P L C法 ） で 測 定 し た （ 図 1）

＜ 光 に よ る 影 響 ＞

感 作 条 件 1： 血 清 の 太 陽 光 暴 露 が 及 ぼ す 影 響

平 成 2 4年 1 1月 、 地 面 か ら 高 さ 約 1 mの 窓 際 で 、 プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー

ブ に 分 注 し た 血 清 を 直 射 日 光 に 0 , 1 5 , 3 0 , 4 5 , 6 0分 間 感 作 し 、 濃 度 の

推 移 を 調 べ た 。 血 清 は 複 数 混 合 し た プ ー ル 血 清 を 1 5本 の プ ラ ス チ ッ

ク チ ュ ー ブ （ 容 量 2 m l） に 分 注 し 、 各 感 作 時 間 に お い て 3本 ず つ 太 陽

光 に 暴 露 し た 。 な お 、 窓 際 の 温 度 は 感 作 6 0分 間 に お い て 1 7～ 2 2℃ で

あ っ た 。

感 作 条 件 2： 全 血 の 太 陽 光 暴 露 が 及 ぼ す 影 響

平 成 2 4年 8月 、 牛 5頭 の 血 液 を 真 空 採 血 管 に そ れ ぞ れ 2本 ず つ 採 取

し 、 1本 は ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に 入 れ て 遮 光 し た 状 態 で （ 保 冷 な し ）、

も う 1本 は 遮 光 せ ず に 移 動 中 の 車 中 に 1時 間 放 置 し 、 遮 光 し た も の と

し て い な い も の と の 間 で 濃 度 を 比 較 し た 。 な お 、 車 中 の 温 度 は 3 7℃



で あ っ た 。

血 液 は 車 中 に 1時 間 放 置 後 、 速 や か に 血 清 分 離 を 行 い 、 い っ た ん

凍 結 保 存 後 、 各 検 体 に つ い て 3回 の 測 定 を 実 施 し た 。

感 作 条 件 3： 血 清 の LE D暴 露 が 及 ぼ す 影 響

ブ ラ イ ン ド を 閉 め た 室 温 2 0℃ の 検 査 室 内 で 、 プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー

ブ に 分 注 し た 血 清 を 机 上 で L E Dに 0 , 3 0 , 6 0 , 9 0 , 1 2 0 , 1 5 0分 間 感 作 し 、

濃 度 の 推 移 を 調 べ た 。 血 清 は 複 数 混 合 し た プ ー ル 血 清 を 1 8本 の プ ラ

ス チ ッ ク チ ュ ー ブ に 分 注 し 、 各 感 作 時 間 に お い て 3本 ず つ L E Dに 暴 露

し た 。

＜ 熱 に よ る 影 響 ＞

感 作 条 件 4： 血 清 の 加 熱 が 及 ぼ す 影 響

レ チ ノ ー ル 濃 度 と し て 5段 階 濃 度 の プ ー ル 血 清 を 作 成 し 、 ヒ ー ト

ブ ロ ッ ク で 5 6℃ 3 0分 加 熱 し （ 非 働 化 ）、 加 熱 し て い な い も の と 濃 度

を 比 較 し た 。 レ チ ノ ー ル 濃 度 は 濃 度 1が 4 0 . 9 I U / d L , 濃 度 2が 6 6 . 9 I U /

d L , 濃 度 3が 9 4 . 5 I U / d L , 濃 度 4が 1 2 0 . 8 I U / d L , 濃 度 5が 1 3 5 . 5 I U / d Lで

あ っ た 。 な お 、 血 清 は 各 濃 度 に つ い て 6本 ず つ プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー

ブ に 分 注 し 、 3本 は ヒ ー ト ブ ロ ッ ク で 加 熱 、 残 り の 3本 は 非 加 熱 と し

た 。

【 結 果 】

＜ 光 に よ る 影 響 ＞

感 作 条 件 1（ 図 2）

レ チ ノ ー ル 濃 度 は 0分 と 比 較 し て 3 0分 以 降 有 意 に 低 下 し （ p < 0 . 0

1）、 6 0分 で は 7 7 %に 低 下 し た 。 α -ト コ フ ェ ロ ー ル 濃 度 は 0分 と 比 較

し て 15分 で 有 意 に 上 昇 （ p< 0 . 0 1） し た 後 、 30分 以 降 有 意 に 低 下 し（ p

< 0 . 0 1）、 60分 で は 0分 の 8 7 %に 低 下 し た 。

感 作 条 件 2（ 図 3）

レ チ ノ ー ル 濃 度 、 α -ト コ フ ェ ロ ー ル 濃 度 共 に 、 遮 光 し た も の と

し て い な い も の と の 間 で 濃 度 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た （ p< 0 .

0 1）。

感 作 条 件 3（ 図 4）

感 作 1 5 0分 間 に お い て 、 レ チ ノ ー ル 濃 度 に 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ

な か っ た 。 一 方 、 α -ト コ フ ェ ロ ー ル 濃 度 は 0分 と 比 較 し て 1 2 0分 で

有 意 に 低 下 し （ p< 0 . 0 5）、 15 0分 で は 9 4 %に 低 下 し た （ P< 0 . 0 1）。

＜ 熱 に よ る 影 響 ＞



感 作 条 件 4（ 図 5）

い ず れ の 濃 度 に お い て も 、 レ チ ノ ー ル 、 α -ト コ フ ェ ロ ー ル 濃 度

共 に 、 加 熱 し た も の と し て い な い も の と の 間 で 濃 度 に 有 意 な 差 は 認

め ら れ な か っ た （ p< 0 . 0 1）。

【 考 察 】

ビ タ ミ ン Aや ビ タ ミ ン Eな ど の 脂 溶 性 ビ タ ミ ン は 光 や 熱 に 対 し て 不

安 定 と 言 わ れ て い る が 不 明 な 点 が 多 い 。 今 回 、 血 清 を 太 陽 光 に 暴 露

し た と こ ろ 、 レ チ ノ ー ル 、 α -ト コ フ ェ ロ ー ル 濃 度 共 に 減 少 す る こ

と を 確 認 し た 。 ま た そ の 減 少 率 は α -ト コ フ ェ ロ ー ル よ り レ チ ノ ー

ル の 方 が 大 き く 、 レ チ ノ ー ル の 方 が 太 陽 光 の 影 響 を 受 け や す い も の

と 思 わ れ た 。 高 野 の 報 告 ［ 2］ で も 同 様 に 、 血 清 の 太 陽 光 暴 露 に よ

り 両 ビ タ ミ ン 濃 度 は 有 意 に 減 少 し 、 そ の 減 少 率 は レ チ ノ ー ル の 方 が

大 き い 結 果 と な っ て い る 。 今 回 の 減 少 率 は 太 陽 光 暴 露 60分 で レ チ ノ

ー ル が 7 7 %、 α -ト コ フ ェ ロ ー ル が 8 7 %で あ っ た が 、 宮 本 ［ 3］ の 報 告

で は 太 陽 光 暴 露 1 0分 で 0分 の 6 8 %、 暴 露 6 0分 で 7％ と 濃 度 の 減 少 率 が

か な り 大 き い 。 こ れ は 太 陽 光 暴 露 の 実 施 時 期 が 、 宮 本 ら が 7月 で あ

る の に 対 し 、 今 回 は 1 1月 で あ り 、 太 陽 光 の 強 さ （ 日 射 強 度 ） の 差 に

よ る と こ ろ が 大 き い と 思 わ れ る 。 そ の 他 の 要 因 と し て は 、 血 清 を 分

注 し た プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー ブ の 素 材 や 厚 み の 違 い も 考 え ら れ た 。

今 回 、 全 血 の 太 陽 光 暴 露 に よ り 両 ビ タ ミ ン 濃 度 に 有 意 な 変 化 は 認

め ら れ な か っ た 。 こ れ は 全 血 に は 赤 血 球 が あ る た め 、 赤 血 球 の 存 在

に よ り 太 陽 光 が 透 過 し に く く な っ て い る も の と 思 わ れ た 。 全 血 の 1

時 間 の 太 陽 光 暴 露 に よ り 両 ビ タ ミ ン 濃 度 に 変 化 が 見 ら れ な か っ た こ

と か ら 、 真 空 採 血 管 に 採 取 し た 全 血 の 状 態 で は 、 急 い で 遮 光 し な く

て も 直 ち に 測 定 値 に 影 響 す る も の で は な い こ と が わ か っ た 。し か し 、

全 血 の 長 時 間 放 置 に よ り 血 清 が 分 離 し て く る こ と か ら 、 採 取 し た 血

液 は 野 外 に 長 時 間 放 置 せ ず 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 等 に 入 れ る こ と が 必

要 で あ る 。

血 清 の L E D暴 露 に よ り レ チ ノ ー ル 濃 度 に 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な

か っ た 。 一 方 、 α -ト コ フ ェ ロ ー ル 濃 度 は 感 作 1 2 0分 以 降 有 意 に 低 下

し 、 1 5 0分 で は 9 4 %に 低 下 し た 。 L E Dは 蛍 光 灯 に 比 べ て 赤 外 線 や 紫 外

線 の 放 出 が 少 な い と さ れ て い る が 、 今 回 α -ト コ フ ェ ロ ー ル の み が

低 下 し た 。 ビ タ ミ ン Eは 光 や 熱 の 他 、 酸 化 に 対 し て 不 安 定 で あ る と

さ れ て い る の で 、 酸 化 に よ る 影 響 等 、 光 以 外 の 要 因 も 考 え ら れ た 。

い ず れ に し て も 、 血 清 の L E D暴 露 に よ り 9 0分 ま で は 両 ビ タ ミ ン 濃

度 に 有 意 な 変 化 は 見 ら れ な か っ た こ と か ら 、 室 内 L E D下 で の 短 時 間

の 作 業 に お い て は 特 に 遮 光 の 必 要 は な い こ と が わ か っ た 。す な わ ち 、

通 常 の 血 清 分 離 や 凍 結 血 清 溶 解 、 測 定 時 の 血 清 分 注 作 業 で は 遮 光 し

な く て も さ し つ か え な い こ と が わ か っ た 。



血 清 の 5 6℃ 3 0分 の 加 熱 に よ り 両 ビ タ ミ ン 濃 度 に 有 意 な 変 化 は 認 め

ら れ な か っ た 。 血 清 の 5 6℃ 3 0分 の 加 熱 は 血 清 の 非 働 化 と 同 じ 条 件 で

あ る こ と か ら 、 非 働 化 後 の 血 清 に つ い て も ビ タ ミ ン 測 定 の 検 査 材 料

と な り 得 る こ と が わ か っ た 。

今 回 、 4種 類 の 感 作 試 験 を 実 施 し た 結 果 、 血 清 中 の ビ タ ミ ン Aと E

は 、 太 陽 光 の 影 響 に よ り そ の 濃 度 は 確 か に 減 少 す る が 、 L E Dや 熱 の

影 響 は 受 け に く い こ と が わ か っ た 。

以 上 の こ と か ら 、 血 清 中 の ビ タ ミ ン 測 定 の 際 は 検 体 の 直 射 日 光 か

ら の 遮 断 を 意 識 す れ ば よ い と 思 わ れ た 。 す な わ ち 、 検 体 を 野 外 に 長

時 間 放 置 し な い こ と 、室 内 で も ガ ラ ス は 光 を よ く 透 過 す る こ と か ら 、

太 陽 光 の 差 し 込 む 場 所 で 作 業 し な い こ と が 求 め ら れ る 。

今 後 も 検 査 材 料 は 適 正 に 取 り 扱 い 、 正 確 な デ ー タ を 出 し て い き た

い 。
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